
日
本
遺
産
認
定

祝

大
山
町
人
権
社
会
教
育
課

文
化
財
室
長
西
尾
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た

「
認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
」を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

大
山
の
中
腹
に
開
か
れ
た
大
山
寺
に
祀
ら
れ
る
地
蔵
菩
薩
は
、
山

頂
の
池
か
ら
現
れ
た
と
さ
れ
、
水
を
恵
み
、
現
世
の
苦
し
み
か
ら
万

物
を
救
う
仏
様
と
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。
人
々
は
延
命
を
も
た
ら
す

「
利り
し
ょ
う
す
い

生
水
」
と
地
蔵
菩
薩
の
ご
加
護
を
求
め
て
大
山
寺
に
参
詣
し
ま

し
た
。
地
蔵
菩
薩
と
水
と
が
密
接
に
結
び
つ
い
た
大
山
独
特
の
地
蔵

信
仰
は
「
大
山
信
仰
」
と
し
て
山
陰
や
山
陽
諸
国
に
広
ま
り
、
平
安

時
代
末
に
大
山
寺
が
牛
馬
守
護
の
札
を
配
り
始
め
る
と
、大
山
の
「
牛

馬
信
仰
」
も
広
ま
っ
て
、
人
々
は
大
山
寺
に
参
詣
し
て
牛
馬
の
延
命

を
祈
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
山
山
麓
の
放
牧
牛
は
参
詣
者
の
目

を
引
き
、
次
第
に
売
買
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
市
へ
と
発
展

し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
中
頃
は
大
山
寺
が
牛
馬
市
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
春

祭
り
に
境
内
下
の
「
博ば
く

労ろ
う

座ざ

」
で
「
大
山
牛
馬
市
」
を
開
く
よ
う
に

な
る
と
、
西
日
本
各
地
か
ら
多
く
の
人
や
牛
馬
が
集
ま
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

や
が
て
日
本
三
大
牛
馬
市
の
一
つ
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
に
成
長
し
、

大
山
寺
の
手
を
離
れ
て
か
ら
も
明
治
中
頃
に
は
年
間
一
万
頭
以
上
が

商
わ
れ
る
国
内
最
大
の
牛
馬
市
に
ま
で
発
展
し
ま
し
た
。
大
山
寺
と

西
国
諸
国
を
つ
な
い
だ
「
大
山
道
」
は
、
人
々
の
往
来
で
賑
わ
い
、

道
沿
い
に
博
労
宿
や
参
詣
者
の
宿
も
で
き
て
繁
盛
し
ま
し
た
。
今
も

博
労
宿
の
面
影
を
残
す
町
並
み
、
牛
馬
と
と
も
に
あ
っ
た
農
村
の
景

観
、
独
自
の
食
文
化
、
大
山
の
水
に
ま
つ
わ
る
神
事
な
ど
が
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

大
山
の
裾
野
に
は
、
人
々
が
「
大
山
さ
ん
の
お
か
げ
」
と
日
々
感

謝
の
念
を
捧
げ
な
が
ら
大
山
を
仰
ぎ
見
る
暮
ら
し
が
息
づ
い
て
い
ま

す
。今

後
の
展
開
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

４
市
町
に
お
い
て
「
協
議
会
」
を
設
置
し
、国
が
設
け
て
い
る
「
日

本
遺
産
魅
力
発
信
推
進
事
業
」
を
利
用
し
て
事
業
展
開
を
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
認
定
ス
ト
ー
リ
ー
を
核
に
、
地
域
の
魅

力
を
国
内
外
に
情
報
発
信
し
て
い
く
た
め
の
多
言
語
対
応
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
よ
る
情
報
発
信
、
案
内

板
の
設
置
、
日
本
遺
産
ガ
イ
ド
の
養
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

同
時
に
、
地
域
活
性
に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

日
本
遺
産
は
、
文
化
財
そ
の
も
の
の
価
値
で
は
な
く
、
他
地
域
に
な
い

希
少
性
や
興
味
深
さ
な
ど
の
視
点
か
ら
物
語
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
が
審
査
さ

れ
ま
す
。

　

大
山
町
・
伯
耆
町
・
江
府
町
・
米
子
市
の
４
市
町
は
、
中
国
地
方
最
高

峰
で
古
く
か
ら
神
聖
な
山
と

し
て
日
本
四
名
山
に
も
数
え

ら
れ
て
き
た
「
大
山
」
が
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
地
域
で

す
。

　

今
回
、
信
仰
に
育
ま
れ
た

人
々
の
営
み
の
歴
史
を
「
牛

馬
市
」
を
軸
に
展
開
し
た
ス

ト
ー
リ
ー
が
評
価
さ
れ
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
で
は
、
昨
年
選
ば

れ
た
三
朝
町
に
つ
い
で
２
件

目
と
な
り
ま
す
。

米子市

大山町

伯耆町

江府町

日
本
遺
産
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

「
地
蔵
信
仰
が
育
ん
だ

日
本
最
大
の
大
山
牛
馬
市
」

牛馬市で賑わう博労座（昭和６年）

平
成
28
年

　
　
　

大
山
町
・
伯
耆
町
・
江
府
町
・
米
子
市

日本遺産ってなに？？

　文化庁が平成 27 年度から創設し
た制度で、地域に点在する有形・無
形の文化財をパッケージ化し、我が
国の文化・伝統を語るストーリーを

「日本遺産（Japan Heritage）」に
認定する仕組みです。
　このストーリーを語る上で不可欠
な魅力ある文化財群を地域主体と
なって総合的に整備・活用し、国内
外に戦略的に発信することにより、
地域の活性化・観光振興を図るもの
です。
　文化庁では、日本遺産を東京オリ
ンピックが開催される 2020 年まで
に 100 件程度認定していく予定で
す。（大山町 HP より抜粋）

大山
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「山の日」に関連したイベント（７月・８月）

図書館を利用して生涯学習！お父さんお母さん、おじいちゃんおばあちゃんの味方
幼いお子さん連れの利用者の方にゆっくりと調べ物を

したり本を読んでいただけるよう、保育士資格取得者等に
よる無料の託児サービスを実施しています。

木育キャラバン
場　　所／鳥取県立鳥取産業体育館（鳥取市天神町）
問合せ先／鳥取県農林水産部森林・林業振興局林政企画課
　　　　　TEL：0857-26-7301

わかさ「氷ノ山」ヤマフェス
場　　所／氷ノ山自然ふれあい館響の森周辺
　　　　　（八頭郡若桜町つくよね）
問合せ先／氷ノ山自然ふれあい館響の森
　　　　　TEL：０８５８-８２-１６２０

7/16 ㈯
17 ㈰ 7/17 ㈰

三徳山・小鹿渓ふれあい自然体験教室
場　　所／三徳山周辺（東伯郡三朝町三徳地内）
問合せ先／鳥取県中部総合事務所生活環境局生活安全課
　　　　　TEL：0858-23-3276

7/30 ㈯
宣揚祭
場　　所／船通山（日野郡日南町上萩山）
問合せ先／日南町観光協会（日南町役場企画課内）
　　　　　TEL：0859-82-1115

7/28 ㈭

8/11
魅力いっぱい、

鳥取県の美しい

山々を学ぼう！

鳥取県立図書館からのお知らせ

【問合せ先】
鳥取県立図書館　〒 680-0017 鳥取市尚徳町 101
TEL：0857-26-8155　FAX：0857-22-2996

■日　　時　水・金曜日　10：00 ～ 12：00
　　　　　　 ※祝日・図書館休館日等をのぞく
　　　　　　 ※ただし、原則ひと家族１時間まで
■定　　員　最大４人　※ 0・1・2 歳児は 2 人まで対応
■対象年齢　０～６歳（未就学児のみ）
■場　　所　鳥取県立図書館 2 階　おはなしの部屋
　　　　　　 （受付は１階児童図書カウンター）

会場  米子コンベンションセンター BIGSHIP 小ホール

記念式典　10：00-12：00　開場  9：30〜
主催／鳥取県山岳協会

特別講演／「山登り」、体にいい事いっぱい！
　　　　　　　　〜更に防災用品にもなる山用品のこと〜

講　　師／笹原　芳樹さん［カモシカスポーツスタッフ］

フォーラム　13：00-16：00　開場　12：30 〜
主催／鳥取県　企画・運営／山と溪谷社

第一部　13：00-14：10　講演会
テ ー マ／グレートトラバースから見えてきたこと
出　　演／田中　陽希さん［プロアドベンチャーレーサー］

第二部　14：20-15：30　トークセッション
テ ー マ／大山と鳥取県の山の魅力
出　　演／田中　陽希さん［プロアドベンチャーレーサー］
　　　　　笹原　芳樹さん［カモシカスポーツスタッフ］
　　　　　矢田貝繁明さん［大山自然歴史館館長］
　　　　　矢田　浩子さん［大山ゲストハウス寿庵オーナー］
　　　　　上野紀代子さん［中国山岳ガイド協会登山ガイド］
司会進行／久保田賢次　　［ヤマケイ登山総合研究所所長］

第三部　15：30-16：00　登山相談会＆サイン会
登山についての疑問・質問にこたえる臨時相談所＆田中陽希さ
んサイン会
相 談 役／田中　陽希さん［プロアドベンチャーレーサー］
　　　　　久保田賢次　　［ヤマケイ登山総合研究所所長］

＊フォーラムについては混雑が予想されるため、入場には整理券が必要になります。
　当日 9：30 から会場受付にて、整理券配布を行います。
　記念式典は「とっとりの自然の豊かさと山の魅力発信事業」補助金により実施しています。
　イベント内容・出演者は、変更になる場合がございます。予めご了承ください。

会場  大山博労座周辺（鳥取県西伯郡大山町大山）

山ガールサミット　10：00-16：00　開場  9：30〜

　ゲストにプロアドベンチャーレーサー田中陽希さんと、山ガールのバイブ
ル「ランドネ」のファッションモデル仲川希良さんを迎え、日本百名山の大
山を登るトレッキング、豊かな自然と文化に触れる散策ゲームを開催。また、
山登り経験者も初心者も歓迎！当日でも参加可能なイベントを多数開催。
皆さまのご参加お持ちしています。
※アクティビティについては事前申込み及び参加料が必要なものもあります。
　詳細はお問い合わせください。

お問い合わせ先
記念式典・フォーラム：鳥取県庁緑豊かな自然課

　　　　　　　　　　　TEL：0857-26-7200
山ガールサミット：山の旅企画室

　TEL：096-366-9411

田中　陽希 プロアドベンチャーレーサー

　国内唯一のプロアドベンチャーレースチーム Team EASTWIND
の主力メンバーとして活動中。2014 年、屋久島から利尻島までの
日本百名山を人力のみで繋ぎあわせる前人未到のチャレンジ「日
本百名山ひと筆書き〜グレートトラバース〜 7800km の旅」を 209
日で達成。2015 年は新たな 100 座 8000km の旅を 222 日で達成
した。

仲川　希良 モデル／フィールドナビゲーター

　『ランドネ』出演をきっかけに山を登るようになる。登山歴は６
年。幼いころから自然のなかで過ごす事が好きで、里山から雪山
まで幅広く山を楽しむ。テレビ、ラジオなど幅広いメディアで自ら
が感じた自然の魅力を伝えている。

笹原　芳樹 カモシカスポーツスタッフ

　1958 年生まれ。山登りは 13 歳から始める。東京・高田馬場の
登山用品店カモシカスポーツ本店の元店長で登山用具に精通。若
いころはキケンな激しい登山もしていたが、近年はハイカーとな
り、登山教室の講師などを務めている。東京都山岳連盟海外委
員。日本山岳協会国際部常任委員。近著に「体験的山道具考」（山
と溪谷社）

こちらのホームページでも情報を
随時発信しています。

とっとり　山の日 検索
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